
87-103.

5)Watanabe,T.,Hamada,Y.andBambang,

S.(1985):Morphologicalstudiesofthe

Sulawesimacaques:Somatometry.

KyotoUniversityOverseasResearchRe･

portofStudiesonAsianNon-human

Primates,Ⅳ:79-85.

6)Hamada,YりWatanabe,T.Takenaka,0.,

Bambang,S.aLndKawam oto,Y.(1985):

MorphologiCal studiesoftheSulawesi

macaques:Bodycolors.KyotoUniver･

SityOverseasResearchReportofStu-

diesonAsianNon-humanPrimates,
Ⅳ:63-70.

7)Hamada,Y.,Watanabe,T.andBambang,

S.(1985):Morphologicalstudiesofthe

Sulawesimacaques:Allometricanalysis.

KyotoUniversityOverseasReseardlRe･

portofStudiesonAsianNon-human

Primates,Ⅳ:71-78.

学会発表

1)岡田守彦 ･杯 秀徳 ･木村 焚く1985):サ

ルの後肢各関節の受動伸展域(予報)｡那29

回プリマ-テス研究会｡

2)渡辺 毅 (1985):ヤクザルはニホンザルか｡

第30回プリマーテス研究会｡

8)毛利俊雄 (1985):頭蓋非計測形質の性差｡

第39回日本人析学会民族学会連合大会.

4)木村 焚く1985):チンパンジーの平地四足

歩行について｡第89回日本人鞍学会民族学会

連合大会｡

神経生理研究部門

久障田競 ･松波詐-1･)三上章允 ･松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機

構の研究

久保田荊

サルの前97i迎合野のニューロンは.条件性運動

1)昭和60年7月1日付,岐申大学医学部反射研

究施設へ転任

学習が成立すると,条件刺激に反応し,次に行う

行動に先行して活動するようになろ｡深部TB極で

脳波を記録し,学習過程で印象閃迎772位を記録す

ると,未学習時には条件刺激に一過性に反応する

だけであるが,学習が成立するにつれて,持続性

の変化,行動に先行するfE位,及び.随伴性陰性

変動のような変化もみられることを報告した｡脳

波 ･ニューロン活動のデータは ｢運動性学習の条

件づけが前頭連合野で行われているJとする仮説

を支持する｡

2)前頭連合野のニューロン活動と伝達物質の

関係

久保田競 .松村道- .沢口俊ゴ)

サルが視覚性単純反応や視覚性遅延反応を行っ

ている時,前頭連合野のニューロン活動を炭素封

入の多連磁極を用いて記録した｡そして反応関連

の活動をするニューロンにGABA,ドーパ ミン,

アセチルコリン,ノルエピネフリンを微量投与し

その効果を調べた｡ドーパ ミンが,反応直前に活

動すろニューロンに特異的に働 くことを報告した｡

8)嗣銃迎合野の解剖学的研究

久保田競 ･渡辺京子3)

ヒヒ及びマカクザルの前頭連合野のコラムの構

辺をしらべるため,HRPの微量を注入し,脳染

性コラム,迎合性コラムの形,その内部の細胞構

築をしらペている｡また,免疫抗体法を用いてG

ABAを伝道物質とする神経細胞の前頭連合野内

の分布をしらべている(大阪大学医学部の有国富

夫助教授の相中を受けている｡)

4)随意運動の制御に関係している運動野GA

BA抑制機構の研究

松村道一 ･久保田競 ･沢口俊之

随意運動の制御の機構を明らかにするために,

運動野にGABA及びその括抗剤ビククリンを微

量投与した｡ビククリン投与によって,GABA

ニューロンの活動の方向選択性が減少し,括抗筋

の抑制が少なくなって運動障害を起す串がわかっ

た｡関節を動かすためには,それに働く筋肉の収

縮と同時に,その措抗筋の制御が必要であり,運

動野のGABA抑制の機椛が,この調節に関与し

ている郡がこの研究で明らかになった｡

2)大学院生

8)技術補佐員
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5)放射性デオキシグルコースの脳内取り込み

の定量的解析

松波謙一

遅延反応を学習させたサルを使い,この課題遂

行中の2-デオキシ-d-グルコースの取り込み

から脳の活動部位を見てきた｡定量化を試み,矢

状断した脳標本の結果を見た｡

6)拓次視覚情報処理機構の研究

三上孝允

視覚動物であるサルの視覚情報処理機構を神経

生理学,神経薬理学,心理物理学の手法を用いて

研究する一環として,視覚前野のMT野において,

心理物理学で用いられる仮現運動のパラダイム中

に,ニューロン活動を記録し,運動祝のメカニズ

ムを解析した｡

総 鋭

1)Kubota,K.(1985);Prefrontalneurop

activitiesinadiscriminationreversal

taskswithGO-NO GO performances

inwell-trainedandundertrainedmom.

keys.In:PrespectivesonNeuroscience

(eds.byTsukada,Y.)Univ.ofTokyo
Press:295-298.

2)Wurtz,氏.H.,Mikam i,A.,Newsome,W.

T.andDGrsteler,M.R.(1985):Visual

motionprocessingforpreceptionand

movementinthemonkeycerebralcor･

tex.In:PerspectivesonNeuroscience

(eds.byTsukada)Univ.ofTokyo
Press.257-275.

的 文

1)Arikuni,T.andKubota,K.(1985):

Claustralandam ygdaloidaLferentsto

theheadofthecaudatenucleusinma-

caquemonkeys.Neurosci.Res.,2:239

-254.,

2) Newsome,W.T.,Wurtz,R.H.,Durster-

1er,M.A.andMikam i,A.(1985):Pun･

ctatedlemicallesionsofstriatecortex

inthemacaqucmonkey:effectonvisu･

ally句uidedsaccades.Exp.BrainRes.,
58:392-399.

8)Sakai,M.(1985):Dendriticbundles

formedbylayerⅥ pyram idalcdlsin

themonkeyfrontal associatedcortex.

Exp.Brain.Res.,58:609-612.

4)Kubota,K.(1985):Prefrontalandpre･

motorcontributionstothevoluntary

movementinlearnedtasks.Exp.Brain

Res.,58:A8.

5)Sawaguchi,T.,Matsumura,M.and

Kubota,K.(1985):Drugsensitivities
ofneuronsrelated tovisual reaction

tinetaskinthemonkeydorsolateral

prefrontalcortex.Neurosci.Res.,
Suppl.I:74.

6)松波謙一 (1985):大脳皮質と目の動き｡

JapaneseJournalofSportsSciences,4:.
327-335.

7)久保田競(1985):計ErJと制御 :思考と脳｡

社団法人計測自動制御学会,24:929-934.

8)Kubota,K.andKomatsu,H.(1985).･

Neuronactivitiesofmonkeyprefrontal

cortexduringthelearningofvisual dis･

criminationtaskswithGO/NO-GO

perfornances.NeilrOSCi.Res.,3:106-

129.

9)久保田競(1985):霊長類の手と脳｡近畿東

海矯正歯科学会雑誌,20:216｡

10)Arikuni,T.,Watanabe,K.andKubota,

K.(1985):TIleSubcorticalcomection

ofthecaudatenucleusinthebaboon,

studiedbytlleWGA-HRPmethod.

Neurosci.Res.,Suppl.1:71.

ll)Mikam i,A.,Newsome,W.T.andWurt2;,

R.H.(1985):Inllibitorymechanism

workinginthedirectionselective.MT

neuronsofthemacaquemonkey.Neu･

rosci.Res.,Suppl.1:100.

12)Matsumura,M.,Sawaguchi,T.and

Kubota,K.(1985):GABAergici血ibi-

tioninthecontrolofvoluntarymove･

mentintheprimatemotorcortex.∫.

Physiol.Soc.Japan,47:450.

13)Matsumura,M.,Sawaguchi,T.and

Kubota,K.(1985)GABA-ergicinhibi･

･tionintheprimatemotorcertexand

thecontrolofvoluntarymovement.Neu･
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rosci.Absり11:1274.

14)久保田茂 (1986):大脳の扱隅の解明｡月刊

*S,28:29-83.

15)Arikuni,T.andKubota,K.(1986):

Theorganizationofprojectionsand

theirlaminarorigininthemacaque

monkeyrAretrogradestudyusingHRp

-Gel.∫.C.Neuro1.,224:492-510.

16)Sawaguchi,T.,MatSumura,M.and

Kubota,K.(1986):Long-lastingmarks

ofextracellurarlyrecordedsitesbycarl

bonfiberglassmicropipettesinthe

frontal cortexofchronicmonkeys.J.
Neurosci.Methods.,15:341-348.●

学会朱美

1)三上孝允 (1985):サル上伽頭溝後壁MT初

野ニューロンの方向選択性と加算効果｡節9

回神経科学学術爪会｡予稿集 :54.

2)沢口俊之 ･松村道一 ･久保田茂 (1985):サ

ル前頭前野背外側部における視覚性反応時間

タスク関連ニューロンの深さ分布｡茄9回神

経科学学術発会,予稿集 :75.

8)松村道一 ･沢口俊之 ･久保田競 (1985):防

意運動時のサル運動野におけるGABA抑制

と皮質層構造について.第9回神経科学学術

央会,予稿舛 :110.

4)有国富夫 ･苗須伸夫 ･中谷利夫 ･安遜栄治郎

･渡辺京子 ･久保田競 ･木村 宏 (1985):

マカクサルのGABAニューロン｡荊9回神

経科学学術柴会,予稿央 :Ilo.

5)久保田競 (1985):サルの前頭前性皮質のニ

ューロン活動と行動｡第81回日本精神神経学

会総会｡精神神経学雑誌｡87:799-800.

心理研究部門

壷脚 仔 ･城野俊夫･'JQ鹿 )･松沢哲郎

1)昭和61年1月16日付､神経生理部門助教授に

昇任｡

研究概要

1)チンパンジーの図形語による記述行動の分

析｡ 一語唄による統制一

室伏杓子 ･践野俊夫 ･小嶋祥三 ･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)に,〔主体 〕〔近づくj

〔客体〕の3語記述を訓練し,般化テス トをくり

かえした結果,古い正答率を得るに至った｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形丘だ

室伏靖子 ･浅野俊夫 ･松沢哲郎 ･板倉昭=3)

ドットのランダム･パタンを見てその数をアラ

ビア数字で選ぶことと,その数の系列的タッピン

グを要求した｡各課題で7個と5個を完成した｡

3)チンパンジーの心的回転 (mentalrota･

tion)に関する実験｡

ベルげ ット プt(ザ-JJ)･室伏杓子 ･

浅野俊夫

チンパンジーに,較映図形の間の弁別を見本合

せ法を用いて訓練し,図形を回転させてもなお正

立図形として同定できるか苔かをテス トした｡

4)チンパンジーにおける刺激等価性の控符に

関する実験的分析

浅野俊夫5)

ヒトの言語習得過掛 こおいて,もともと只なっ

た刺激が機能的に等価な性TIを摂待する過程が重

要であることが明らかにされて来ているので.そ

の過程をチンパンジーで吟味する｡

5)ニホンザルとヒトの明るさ判断に関する比

較研究

シェイラ チェイR6)･室伏杓子 ･浅野俊夫

心理物理学的方法を用い,種々の輝度レベルの

光刺激の明るさの絶対的判断が5-9個の選択肢

場面で訓練きれた結果,ニホンザルとヒトでは可

能な情報伝達塁の相違が示唆された｡

6)ニホンザルの袋田場面におけるオペラント

行動の接待と伝播.1)

浅野俊夫

放飼場の若桜群を対象にして,パネルを押すと

食物が入手できるという新しい行動を集団場面で

2)本書良治 (京大文 )･山田恒夫 (阪大人科 )

との共同研究｡

3)大学院生｡ 4)招へい外国人研究員｡

5) 山本淳一 (慶大大学院)との共同研究｡

6)京大客員教授｡

7)樋口義治 (愛知大 )との共同研究
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